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令和●年●月●日   

 

 

  滋賀県知事 あて          

 

 

申請者 郵便番号（▲▲▲-▲▲▲▲） 

住所（▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲） 

           学校名（●●●●●●●●●●●●●●●●●●●） 

           代表者の職・氏名（校長  ●●●● ●●   ） 

 

発行責任者氏名（ ●●●● ●●         ） 

担当者氏名  （ ●●●● ●●         ） 

担当者電話番号（ ●●●-●●●●-●●●●   ） 

 

 

地場産業・伝統的工芸品次世代魅力体験事業費補助金実績報告書 

 

 

令和８年●月●日付け滋イ第●●●号で交付決定の通知があった上記補助事業

について、滋賀県補助金等交付規則第12条および地場産業・伝統的工芸品次世代

魅力体験事業費補助金交付要綱第11条の規定により、関係書類を添えて報告しま

す。 

 

 

 

１ 補助金確定額  金   ●●●, ●●●    円 

 

 

 

２ 関係書類 

 ・ 事業報告書（別紙４） 

 ・ 収支精算書（別紙５） 

 ・ 領収書の写し（振込書の写しも可） 

 

 

 

 

 

 

（別紙５）収支精算書の 

③交付精算額を 

記入してください 

添付書類に漏れがないか 

確認してください。 



 

（別紙４） 

地場産業・伝統的工芸品次世代魅力体験事業費補助金 事業報告書 

１ 地場産業・伝統的工芸品製造事業者と連携して行った体験等事業実績 

実施した体験学習

等の内容 

 

 小学校４年生を対象に、伝統的工芸品「●●●」の製造者「○○○

○」と連携して、10月○日に製造工程の体験を実施した。 

 また、関連して授業で伝統的工芸品「●●●」の学ぶ機会を創出し

た。 

 

９月○日 小学校で伝統的工芸品「●●●」を授業内で紹介 

10月○日 体験学習の実施 

11月○日～○日 体験した内容と学習した内容のまとめ 

 

 

授業等で取扱った

内容 

 

 社会科の授業において、伝統的工芸品「●●●」だけでなく、県内

他の伝統的工芸品の学習を行った。 

  

 

 

地場産業や伝統的

工芸品の将来の担

い手となる人材の

育成・確保への寄与 

 

 製造工程の体験を行ったことで、通常の授業では得られない経験と

学習により、伝統的工芸品への愛着や興味の促進を図ることができた。 

 

 

取組資料・写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備  考 

学校内で伝統的工芸品「●●●」の展示を行い、周知を図ることが

できた。今後も伝統的工芸品「●●●」を知ってもらう機会を積極的

に持ちたいと考えている。 

 

 

資料や写真等の記載・添付 

事業を実施した 

スケジュールを 

記載してください 



 

 

（別紙５） 

地場産業・伝統的工芸品次世代魅力体験事業費補助金 収支精算書 

【支出の部】                                

補助対象経費の区分 内訳 補助事業に要した経費 

（消費税含む額） 

補助対象経費 

（消費税含む額） 

 

報償費 

伝統的工芸品「●●●」製造者

の講師謝礼 

 

   ３３，０００円 ３３，０００円

 

費用弁償 

学校・作業場間の往復交通費  

   ３，３３３円 ３，３３３円

 

通信運搬費 

体験学習用備品・作品等の運

搬費 

 

４２，０００円 ４２，０００円

   

円 円
 

① 合計 

７８，３３３円

②（=①の 1/2） 

３９，１６６.５円

③ 交付精算額 
         

３９，１６６円 

（一円未満切り捨て） 

【留意事項】 

・交付精算額の一円未満は端数金額を切り捨

てた額を記入してください。 

・交付精算額の上限は１５万円です。 

【収入の部】 

区分 収入額 備考 

自己資金（①－③）  

   ３９，１６７円 

 

県補助金（③と同額）  

  ３９，１６６円 

 

   

合計額（①と同額）  

  ７８，３３３円 

 

※ 補助対象経費の支出が確認できる領収書等（写）を添付すること 


